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１
０
０
年
経
っ
て
も
 

　
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
へ

真鶴町長 

松本　一彦

　
真
鶴
町
の
面
積
は
７
･05
キ
ロ
平
方
メ

ー
ト
ル
で
、
神
奈
川
県
内
で
２
番
目
に
小

さ
な
町
で
す
。 

　
箱
根
火
山
の
南
東
側
外
輪
山
麓
と
、
相

模
湾
に
突
き
出
し
た
小
半
島
か
ら
構
成
さ

れ
る
真
鶴
町
は
、
黒
潮
が
流
れ
込
み
、
冬
で

も
暖
か
い
風
を
生
む
相
模
湾
に
向
か
っ
て

傾
斜
す
る
地
形
に
な
っ
て
お
り
、
光
を
さ

え
ぎ
る
も
の
は
無
く
、
豊
か
な
緑
が
澄
ん

だ
空
気
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。「
お
林
」

と
も
呼
ば
れ
る
真
鶴
半
島
自
然
公
園
に

は
、
樹
齢
３
５
０
年
以
上
と
言
わ
れ
る
ク

ロ
マ
ツ
や
ク
ス
ノ
キ
、
ス
ダ
ジ
イ
等
の
巨

木
や
多
く
の
植
物
が
生
い
茂
っ
て
い
ま

す
。
い
く
つ
も
の
遊
歩
道
が
あ
り
、
野
鳥
の

さ
え
ず
り
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、
森
林
浴
や
自
然

観
察
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

「
魚
つ
き
保
安
林
」
と
し
て
魚
を
育
て
る
森

と
言
わ
れ
大
切
に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

神
奈
川
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
毎
年
７
月
末
に
、
日
本
三
大
船
ま

つ
り
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
「
貴
船

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。「
貴
船
ま
つ

り
」
は
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
３
０
０
年
以
上
前
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
豊
漁
・
無
病
息
災
を
祈
願
す
る

真
鶴
伝
統
の
祭
礼
で
す
。
神
霊
と
呼
ば
れ

る
神
様
を
御
神
輿
に
乗
せ
て
海
を
渡
る

「
海
上
渡
御
」
が
行
わ
れ
、
海
上
渡
御
形
式

の
船
祭
り
は
「
貴
船
ま
つ
り
」
が
神
奈
川
県

唯
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
を
持
続
可
能
な
医
療

保
険
制
度
と
す
る
た
め
に
、
当
町
に
お
い

て
は
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
税
の
賦

課
・
徴
収
、
資
格
管
理
、
保
険
給
付
、
保
健

事
業
等
の
地
域
に
お
け
る
き
め
細
か
い
事

業
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
法
改
正
に
よ
り
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
未
就
学
児
（
小
学
校
入
学
前
）
の
均
等
割

額
が
５
割
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
当
町
で

は
令
和
３
年
度
か
ら
町
独
自
の
取
組
と
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
た
減
額
対
象
の

範
囲
を
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
大
し
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
税
の
公
平
な
賦
課
を

実
施
し
つ
つ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
医
療

費
の
過
度
な
増
大
を
抑
え
る
た
め
に
、
特

定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指
導
、
生
活
習
慣

病
予
防
事
業
等
の
推
進
と
医
療
費
通
知
や

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
な
ど
も

引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、「
介
護
保

険
事
業
に
係
る
保
険
給
付
の
円
滑
な
実

施
」
に
向
け
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
介
護
や

日
常
生
活
の
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
等

が
、
心
身
の
状
況
や
生
活
環
境
に
応
じ
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
サ
ー

ビ
ス
体
制
の
充
実
・
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
事
業
運
営
で
は
、
高
齢
者
等
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
、
医
療
、
地
域
の

諸
団
体
、
各
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
連

携
し
、
地
域
サ
ロ
ン
の
展
開
や
介
護
予
防

事
業
の
充
実
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
買
い
物
や
ご
み
出
し
代
行
等
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
「
真
鶴
町
支
え
合

い
、
分
か
ち
合
い
推
進
協
議
会
」
と
連
携

し
、
生
活
支
援
体
制
と
し
て
、
要
支
援
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

　
当
町
で
は
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
ま
す
が
、「
み
ん
な
で
支
え
合

い
、
分
か
ち
合
う
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、
高
齢
者
を
含
め
た
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。 
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■表紙の説明  
　「綾瀬市庁舎とトウモロコシ畑」 
　綾瀬市中央部にある、トウモロコシ畑と綾瀬市庁舎です。 
綾瀬ブランドとして認定されている、トウモロコシ「菜速　あや
せコーン®」。 
　最も甘い状態の朝採りトウモロコシを、店舗の開店までに届
けようと、夜明け前から収穫していることから「最速」という言
葉にちなみ“菜速”という商品名が付けられました。 
　綾瀬市の夏の風物詩、甘くて新鮮な「菜速　あやせコーン®」を
ぜひご賞味ください。 
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綾瀬市　概　要 （令和５年４月１日現在） 

■人　口：83,100 人 （男 42,008 人、女 41,092 人） 
■世帯数：35,435 世帯 
■面　積：22.14k㎡ 
■市の花：ばら 
■市の木：やまもみじ 
■市の鳥：カワセミ

綾瀬市

 
城山公園の花木園

綾瀬市 
緑と文化が薫る 

ふれあいのまち あやせ

保 険 者  
紹 介  
コ ー ナ ー
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   ■
国
保
の
概
要
・
実
施
体
制
 

　
本
市
の
国
保
加
入
者
数
は
、
本
年
３
月

末
現
在
で（
人
口
は
４
月
１
日
）１
万
７
１

０
７
人
、
加
入
世
帯
数
１
万
１
１
７
３
世

帯
で
、
加
入
率
は
そ
れ
ぞ
れ
20
･59
％
、

31
･53
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
保
険
年
金
課
は
、
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
を
所
管
し
、

そ
の
事
務
を
一
元
的
に
保
険
年
金
担
当
が

に
な
っ
て
お
り
、
課
長
以
下
、
職
員
16
人

と
、
会
計
年
度
任
用
職
員
22
人
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
業
務

に
つ
い
て
は
、
市
税
等
と
併
せ
て
収
納
課

で
一
括
し
て
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
保
健
事

業
に
係
る
業
務
の
一
部
は
健
康
づ
く
り
推

進
課
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 ■
国
保
財
政
 

　
令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
は
約
86
億
５
３
０
０
万
円

で
、
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と
０
･51
％

の
増
と
な
っ
て
お
り
、
歳
出
の
保
険
給
付

費
は
前
年
度
か
ら
０
･５
％
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金
は
３
･１
％
と
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
不
足
す
る
財
源
の
確
保
の
た
め
、
令
和

４
年
度
に
９
年
ぶ
り
に
保
険
税
率
の
改
定

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
年
々
被
保
険
者
数

が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
被
保
険
者
の
高

齢
化
や
低
所
得
者
の
加
入
が
多
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
財
源
確
保
が
難
し
く
、
現
在

も
、
一
般
会
計
の
法
定
外
繰
入
金
か
ら
歳

出
を
補
填
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
財
源
確
保
に
向
け
て
よ
り
一

層
、
国
民
健
康
保
険
料
の
収
納
率
向
上
対

策
、
医
療
費
の
適
正
化
対
策
、
特
定
健
診
等

の
保
健
事
業
に
取
り
組
み
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。 

 ■
収
納
率
向
上
対
策
 

　
令
和
３
年
度
の
現
年
度
収
納
率
は
、
92
･

57
％
で
前
年
度
か
ら
０
･28
ポ
イ
ン
ト
の

増
、
滞
納
繰
越
分
は
33
･19
％
で
前
年
度
か

ら
10
･08
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
本
市
で
は
、
収
納
課
と
の
連
携
を
強
化

し
て
、
市
税
と
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る

滞
納
者
に
対
し
て
、
合
同
に
よ
る
財
産
調

査
や
差
し
押
さ
え
、
納
付
折
衝
に
よ
り
効

果
的
な
滞
納
整
理
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
市
役
所
本
庁

舎
で
の
休
日
納
付
に
加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
納

付
、
収
納
ア
プ
リ
決
済
の
導
入
な
ど
、
納
付

機
会
を
拡
大
し
、
納
付
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
た
な
滞
納
を
増
や
さ
な
い
よ
う
督

促
、
電
話
催
告
の
早
期
対
応
に
よ
り
納
期

内
納
付
の
徹
底
と
累
積
滞
納
者
に
対
す
る

財
政
調
査
を
強
化
し
て
、
滞
納
者
を
減
ら

●

国
　
　
保
　
●

■市の概要 
　綾瀬市は神奈川県のほぼ中央に位置し、横浜へは約２０㎞、東京都心部へは約４０㎞の首都圏域にあります。
西に大山・丹沢連峰を望むとともに、遠く富士の秀峰を仰ぎ、カワセミやアユ、ホタルが見られ、都心部からさ
ほど離れていない土地でありながら、市の中心部には広大な畑が広がる自然豊かなまちです。 
　本市は、高い技術力やノウハウを持つ製造業事業所が集積する「ものづくりのまち」であるとともに、
映画やドラマなどの舞台として脚光を浴びています。 
　また、新たな玄関口として令和３年３月に開通した「綾瀬スマートインターチェンジ」を基軸とし
て、集客性のある商業施設の誘致のほか、道の駅の整備など、にぎわいのある地域経済の活性化に向
けて取り組んでいます。

保険年金課･国民健康保険窓口特定保健指導
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し
、
公
平
・
公
正
な
負
担
と
徴
収
率
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。 

 ■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
 

　
綾
瀬
市
国
民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
35
･

４
％
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
受
診
控
え
等
の
影
響
を
受
け
た
令

和
２
年
度
か
ら
３
･１
％
増
加
し
ま
し
た
。　

本
市
の
特
定
健
診
は
、
受
診
者
の
利
便
性

を
考
慮
し
て
、
市
役
所
本
庁
舎
で
行
う
が

ん
検
診
を
同
時
に
受
診
で
き
る
集
団
健
診

と
医
療
機
関
で
受
診
す
る
個
別
健
診
の
両

方
式
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
集
団
健
診
は
、

昨
年
度
か
ら
回
数
を
増
や
し
た
ほ
か
、
今

年
度
か
ら
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
し

込
み
を
開
始
し
、
受
診
率
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

　
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
は
16
･７
％

で
、
前
年
度
か
ら
５
･５
％
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
定
保
健
指
導
対
象
者
に
は
、
勧
奨
通

知
と
と
も
に
保
健
師
と
管
理
栄
養
士
の
訪

問
に
よ
る
対
面
で
の
利
用
勧
奨
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
常
勤
の
管
理
栄
養
士
も
配
置

し
て
お
り
、
今
後
も
健
診
未
受
診
者
や
特

定
保
健
指
導
未
利
用
者
へ
の
勧
奨
対
策
、

受
診
率
・
利
用
率
向
上
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。 

   

     ■
介
護
保
険
の
状
況
 

　
本
市
の
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
数

は
、
令
和
５
年
１
月
末
時
点
で
２
万
２
８

６
４
人
と
な
り
、
そ
の
う
ち
要
介
護
（
要
支

援
）
認
定
者
数
は
３
８
６
８
人
で
あ
る
た

め
、
認
定
率
は
約
16
･９
％
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
率
は
、
神
奈
川
県
、
全
国
の
い
ず

れ
の
平
均
も
下
回
っ
て
お
り
、
要
因
と
し

て
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
う
ち
認

定
率
が
急
激
に
上
昇
す
る
85
歳
以
上
の
割

合
が
約
24
･２
％
と
い
う
、
比
較
的
低
い
割

合
に
あ
る
た
め
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
認
定
率
は
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
令

和
７
年
に
は
19
･３
％
、
令
和
22
年
に
は

21
･１
％
に
な
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況
に
対
応
し
、
介
護
保
険
事
業

を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に
は
、
推
進
体

制
の
整
備
・
充
実
や
情
報
発
信
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
的
向
上
な
ど
、
複
合
的
な
取
組
が

必
要
と
な
り
ま
す
。サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提

供
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
人

材
を
確
保
す
る
た
め
、
事
業
所
が
外
国
人
介

護
人
材
を
受
け
入
れ
る
際
の
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
ほ
か
、
市
内
介
護
事
業
所
へ
の

就
労
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
介
護
職
員

初
任
者
研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
引
き
続
き
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
の
維
持
に
努
め
、
高
齢
者
が
過
不
足

な
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
住
み
慣

●

介
　
　
護
　
●

弥生時代の環濠集落 
国指定史跡「神崎遺跡」 

　神崎遺跡は、神崎遺跡公園として整備しており、海老名市と藤沢市
との市境に近い目久尻川を望む、標高24ｍの台地上に位置し、四季
折々の風景、野鳥、東海道新幹線などが楽しめます。 
　公園内に併設する神崎遺跡資料館には、土器や、当時の人々の生活を再現したジオラマ、実物大の環濠等
を展示しており、展望台からは遺跡を一望できます。1800年前の風景や生活を想像することもできます。 

保険者
 

自　慢

特定保健指導運動指導高齢介護課･介護保険窓口



神奈川のこくほ・かいご●2023 夏6

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 ■
介
護
予
防
事
業
等
の
取
り
組
み
 

　
本
市
に
お
い
て
は
、
主
に
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
に
て
介
護
予
防
事
業
等
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
に
新
規

事
業
と
し
て
取
り
組
み
始
め
た
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。 

 ①
「
み
ん
チ
ャ
レ
」ア
プ
リ
を
用
い
た
 

　
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受

け
て
本
市
に
お
い
て
も
事
業
の
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
高
齢
者
に

お
い
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
有
率
が
上
が

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
ア
プ
リ
を
用

い
た
事
業
展
開
を
模
索
し
た
と
こ
ろ
、
習

慣
化
ア
プ
リ
と
し
て
開
発
さ
れ
た
「
み
ん

チ
ャ
レ
」
の
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

　
令
和
４
年
度
当
初
は
、
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
通
い
の
場
に
て
ア
プ
リ
の
使
い
方

を
伝
え
る
講
習
会
を
計
画
し
、
講
習
後
は

グ
ル
ー
プ
内
で
情
報
交
換
す
る
こ
と
で
習

得
を
目
論
見
ま
し
た
が
、
感
染
流
行
時
期

と
重
な
り
通
い
の
場
が
自
粛
し
て
お
り
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
参
加
者
を

募
る
形
で
変
更
し
ま
し
た
。
ア
プ
リ
の
操

作
は
、
１
日
１
回
文
字
入
力
や
画
像
掲
載

の
操
作
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
で
き

る
人
は
継
続
で
き
る
一
方
、
普
段
か
ら
通

話
が
中
心
の
方
か
ら
す
る
と
文
字
入
力
に

負
担
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
さ
ら
に
活
用
す

る
に
は
、
単
発
で
講
習
す
る
だ
け
で
な
く
、

定
期
的
な
情
報
交
換
や
操
作
を
す
る
こ
と

で
触
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
課
題
に
ぶ

つ
か
り
ま
し
た
。
今
年
度
に
お
い
て
は
、
こ

の
触
る
機
会
を
増
や
す
た
め
に
通
い
の
場

で
講
習
会
を
実
施
し
、
参
加
者
同
士
が
操

作
全
般
を
情
報
交
換
す
る
場
を
作
る
と
い

う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
対
面
す
る
リ
ア
ル

の
融
合
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

②
Ｖ
Ｒ
を
用
い
て
認
知
症
体
験
 

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
Ｖ
Ｒ

に
よ
る
認
知
症
体
験
ま
で
受
講
す
る
形
で

実
施
し
ま
し
た
。
認
知
症
当
事
者
が
感
じ

て
い
る
世
界
を
疑
似
体
験
で
き
る
の
は
理

解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
好
評
で
し

た
。
こ
の
Ｖ
Ｒ
体
験
と
前
後
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
通
じ
て
認
知
症
は
誰
で
も
な
り
得
る

病
気
で
あ
り
、
発
症
す
る
こ
と
の
不
安
を

抱
え
な
が
ら
過
ご
す
よ
り
も
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
で
き
る
こ
と
は
あ
る
と
い
う
前

向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
事
業
を
継
続
し

つ
つ
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
に
て
目
標
と

な
っ
て
い
る
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
結
成
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国保･介護 
の 

連絡先

●綾瀬市ホームページアドレス 
https://www.city.ayase.kanagawa.jp/ 

●（国 保）保険年金課 保険年金担当 
TEL  0467 -70 -5617  
FAX  0467 -70 -5701  

●（介 護）高齢介護課 介護保険担当 
TEL 0467 -70 -5636  
FAX  0467 -70 -5702

みんチャレ講習会
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相
模
原
市
（
以
下
、
本
市
）
は
、
首
都

圏
南
西
部
、
神
奈
川
県
北
西
部
に
位
置
す

る
政
令
指
定
都
市
で
す
。
 

　
市
の
中
央
に
は
相
模
川
が
横
断
し
、
東

側
に
は
相
模
原
台
地
、
西
側
に
は
丹
沢
山

地
・
秩
父
山
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
都
市

部
の
利
便
性
の
高
さ
を
持
ち
な
が
ら
も
、

川
や
山
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

自
然
豊
か
な
市
で
す
。
 

　
ま
た
、
市
内
に
は
小
惑
星
探
査
機
「
は

や
ぶ
さ
２
」
の
研
究
開
発
が
行
わ
れ
た
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
相

模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。
 

　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、本
市
の
人
口

は
72
万
４
７
２
４
人
で
他
市
と
同
様
に
人
口

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、高
齢
化
率
は

26
･４
％
で
微
増
を
続
け
て
い
ま
す
。 

    　
本
市
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
全
て
の
市
民
が
心
身
の
健
康
づ
く
り
に

対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
、
そ
し
て
市
、
市
民
、
関
係
者
が
連

携
・
協
力
し
、
よ
り
一
層
の
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
方
々

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、「
相
模

原
市
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
策
定
し

ま
し
た
。（
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
） 

　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー（
以
下
、保
健
セ
ン

タ
ー
）に
お
い
て
も
、市
民
の
方
々
が
意
欲

的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

各
種
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

     　
本
市
の
特
定
保
健
指
導
は
、
平
成
20
年

度
開
始
当
初
か
ら
直
営
で
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

初
め
て
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た

令
和
２
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
一
時
、

教
室
形
式
だ
っ
た
保
健
指
導
を
中
止
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
再
開
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
参
加
者
の
体
温
測
定
や
手
指
消

毒
の
実
施
、
室
内
の
換
気
な
ど
、
感
染
防

止
対
策
を
整
え
た
上
で
、
個
別
面
接
を
中

心
に
講
義
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
、
内
容

を
大
幅
に
変
更
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
本
市

の
特
定
保
健
指
導
の
利
用
率
は
、
令
和
２

年
度
19
･４
％
、
令
和
３
年
度
16
･９
％
と

潤
水
都
市
　
さ
が
み
は
ら

相
模
原
市
健
康
づ
く
り
 

推
進
条
例
を
策
定

「相模原市」

健活！さがみはら 
～みんなで伸ばそう 

健康寿命！～ 
中央保健センター（南保健センター） 

管理栄養士　小林　麻紀 
中央保健センター（緑保健センター） 

管理栄養士　巴　　久実 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
特
定
保
健

指
導
と
利
用
率
向
上
を
 

目
指
し
た
分
割
面
接
の
開
始
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低
下
し
、
特
に
40
歳
代
か
ら
50
歳
代
の
利

用
率
が
低
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
利
用
率
低
下
の
理
由
と
し
て
「
コ
ロ
ナ

が
怖
い
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
「
改
善
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な

い
」
と
い
っ
た
理
由
も
見
受
け
ら
れ
る
た

め
、
保
健
指
導
対
象
者
へ
の
勧
奨
通
知
に

保
健
指
導
の
必
要
性
を
周
知
す
る
チ
ラ
シ

を
同
封
し
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
休
日
開
催

の
集
団
特
定
健
診
当
日
に
、
腹
囲
や
Ｂ
Ｍ

Ｉ
、
血
圧
の
値
か
ら
対
象
者
を
選
び
、
保

健
指
導
の
一
部
を
実
施
す
る
分
割
面
接
を

開
始
し
ま
し
た
。
対
象
者
は
、
健
診
当
日

に
自
身
の
健
康
状
態
に
関
心
の
あ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
保
健
指
導
が
利
用
で
き
、
初
回

教
室
・
面
接
の
た
め
に
来
所
す
る
必
要
が

な
く
な
る
と
い
う
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、集
団
特
定
健
診
会
場
に
お
い
て
、

特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ

た
が
、血
圧
が
高
め
の
方
を
中
心
に
、食
生

活
改
善
普
及
啓
発
事
業
と
し
て
、生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
方
法
を
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
パ
ネ
ル
な
ど
を
通
し
て
お
伝
え

し
ま
し
た
。お
声
掛
け
を
し
た
際
、「
こ
ん

な
に
血
圧
が
高
か
っ
た
の
は
初
め
て
で
、

ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
」と
戸
惑

っ
て
い
た
の
で
、説
明
を
熱
心
に
聞
い
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。一
方
で「
血
圧
の
基
準

は
知
ら
な
い
」、「
血
圧
が
高
い
と
何
が
良

く
な
い
の
」と
の
声
も
聞
か
れ
、こ
の
疑
問

を
指
導
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
丁
寧
な
説

明
を
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
休
日
開
催
の
集
団
特
定

健
診
に
は
、
平
日
に
来
所
す
る
こ
と
が
困

難
な
受
診
者
が
来
所
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
保
健
指
導
に
繋
が
り
に
く
い
方
の
ポ

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
場
と
し

て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今

年
度
も
分
割
面
接
と
と
も
に
、
食
生
活
改

善
普
及
啓
発
事
業
も
継
続
し
て
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

    　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
の
方
々
の

生
活
習
慣
病
予
防
等
を
目
的
に
、
公
民
館

や
商
業
施
設
等
に
「
出
向
い
て
」
行
う
出

張
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度

末
よ
り
感
染
拡
大
状
況
が
比
較
的
落
ち
着

い
て
い
る
時
期
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
 

　
令
和
５
年
３
月
18
日
に
市
内
商
業
施
設

に
て
、「
健
活
！
さ
が
み
は
ら
 健
康
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
２
」が
開
催
さ
れ
、保
健
師
と
管

理
栄
養
士
が
参
加
し
、Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓

病
）予
防
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
、２
０
０
名
近

く
の
方
に
普
及
啓
発
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る

が
、ど
う
予
防
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
」と
い
う
参
加
者
が
多
く
、「
具
体
的
な

方
法
が
分
か
り
、参
考
に
な
っ
た
」、「
減
塩

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」と
い
う
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、市
民
に
と
っ
て
身

近
な
場
所
で
普
及
啓
発
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
出
張
健
康
相
談
の
本
格
的
な

再
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。地
域
に「
出
向

い
て
」行
う
活
動
を
広
げ
、市
民
の
方
々
の

健
康
づ
く
り
を
支
援
で
き
る
よ
う
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
張
健
康
相
談
に
お
け
る
 

Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）予
防
へ

の
取
り
組
み



令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
係
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は
じ
め
に
 

 　
令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の

定
期
指
導
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
実
地

指
導
の
対
象
と
な
っ
た
保
険
者
に
お
か
れ

ま
し
て
は
会
場
の
確
保
や
必
要
な
資
料
の

準
備
を
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
書
面
検

査
と
な
っ
た
保
険
者
も
含
め
、
全
て
の
保

険
者
に
お
い
て
「
令
和
４
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
計
画
」「
令
和
４
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
定
期
指
導
（
事
業
計
画
中
間
報

告
）」「
令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

予
定
（
令
和
４
年
度
事
業
実
施
状
況
報

告
）」
の
作
成
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
皆

様
に
は
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
さ
て
、
令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
に
係
る
定
期
指
導
は
、
令
和
４
年
６

月
15
日
付
け
医
保
第
１
１
２
０
号
神
奈
川

県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
長
通
知
「
国

民
健
康
保
険
事
務
に
係
る
定
期
指
導
等
及

び
事
務
運
営
等
に
つ
い
て
」
に
よ
り
、
令
和

元
年
度
以
前
と
同
様
の
方
法
で
、
令
和
４

年
10
月
か
ら
令
和
５
年
１
月
の
期
間
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

　
具
体
的
に
は
、
令
和
元
年
度
及
び
令
和

３
年
度
に
実
地
或
い
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
定
期

指
導
を
実
施
し
た
市
町
村
を
除
く
３
分
の

１
の
市
町
、
全
て
の
国
民
健
康
保
険
組
合

（
以
下
「
国
保
組
合
」
と
い
う
。）
は
実
地
指

導
を
行
い
、
そ
の
他
の
市
町
村
及
び
神
奈

川
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
以
下

「
国
保
連
」
と
い
う
。）
は
書
面
検
査
で
実
施

し
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
特
別
定
期
指
導
の
対
象
と
す
る

保
険
者
に
つ
い
て
は
、「
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
に
お
い
て
赤
字
（
繰
上
げ
充

用
）
な
い
し
県
財
政
安
定
化
基
金
か
ら
借

入
れ
を
行
っ
た
市
町
村
」「
保
険
料
収
入
不

足
に
よ
る
決
算
補
填
目
的
の
法
定
外
繰
入

を
増
額
し
た
保
険
者
」「
収
納
率
水
準
が
低

く
前
年
度
よ
り
低
下
し
て
い
る
保
険
者
」

「
診
療
報
酬
明
細
書
点
検
事
務
に
よ
る
財

政
効
果
率
水
準
が
低
く
前
年
度
よ
り
低
下

し
て
い
る
保
険
者
」「
特
定
健
康
診
査
・
特

定
保
健
指
導
の
実
施
率
水
準
が
県
平
均
を

下
回
る
保
険
者
」
の
ほ
か
「
令
和
３
年
度
定

期
指
導
に
お
い
て
複
数
の
改
善
事
項
が
あ

っ
た
保
険
者
」
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
事
業

運
営
の
視
点
か
ら
早
期
に
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
あ
る
保
険
者
を

対
象
に
、
複
数
該
当
す
る
３
保
険
者
を
選

択
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
定
期
指
導
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
改
善
を

要
す
る
事
項
が
あ
っ
た
保
険
者
に
対
し
て
、

令
和
５
年
３
月
31
日
付
け
医
保
第
１
３
０

２
号
に
よ
る
神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健

医
療
部
長
通
知
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
に
、
そ
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
ご
確
認

の
う
え
、
事
業
運
営
の
見
直
し
等
の
参
考
と

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

 　
　
　
健
全
財
政
の
確
保
に
つ
い
て
 

 　
国
保
財
政
に
係
る
定
期
指
導
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保

険
会
計
の
収
支
状
況
と
令
和
５
年
度
に
向

け
た
予
算
編
成
状
況
と
令
和
４
年
度
予
算

執
行
状
況
、
保
険
料
（
税
）
率
決
定
、
保
険

者
に
お
け
る
財
政
安
定
化
基
金
や
支
払
い

準
備
基
金
等
の
造
成
状
況
に
つ
い
て
検
査

2

1



神奈川のこくほ・かいご●2023 夏10

を
行
い
ま
し
た
。
 

　
令
和
３
年
度
決
算
に
お
け
る
収
支
差
額

は
、
県
を
含
め
全
て
の
保
険
者
で
単
年
度

黒
字
を
計
上
し
ま
し
た
。
そ
の
黒
字
額
は
、

県
が
約
76
億
円
（
前
年
度
比
約
２
０
３
億

円
減
）、
市
町
村
合
計
は
約
２
０
３
億
円

（
同
約
21
億
円
増
）、
国
保
組
合
が
約
73
億

円
（
同
約
６
億
円
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
県
の
黒
字
額
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
受
診
抑
制
を
受
け

令
和
２
年
度
に
約
１
７
３
億
円
増
加
し
約

２
７
９
億
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
３

年
度
は
診
療
報
酬
特
例
措
置
や
受
診
の
反

発
的
増
加
に
伴
っ
て
大
き
く
減
少
す
る
こ

と
に
な
り
、
財
政
安
定
化
基
金
繰
入
金
や

前
年
度
繰
越
金
を
除
く
県
の
単
年
度
収
支

は
約
３
０
１
億
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
単
年
度
収
支
で
は
、
市
町
村
は
33
市
町

村
中
12
市
町
村
が
、
国
保
組
合
で
は
１
国

保
組
合
が
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
市
町
村
に
お
け
る
法
定
外
繰
入

（
決
算
補
填
等
目
的
外
も
含
む
。
約
１
６
２

億
円
）
を
除
い
た
収
支
差
額
は
約
41
億
円

の
黒
字
と
な
り
令
和
２
年
度
に
続
い
て
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
決
算
補
填
等
目
的
の

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
は
約
65
億

円
（
対
前
年
度
比
で
約
21
億
円
減
少
）
と
な

り
、
国
保
制
度
改
正
以
前
の
平
成
29
年
度

の
約
２
４
３
億
円
（
23
市
町
）
か
ら
約
１
７

８
億
円（
12
市
町
）と
な
り
、金
額
で
73
％
、

市
町
村
数
で
は
11
市
町
減
少
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。「
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
」（
令
和
２
年
12
月
策
定
。以
下「
国

保
運
営
方
針
」
と
い
う
。）
で
は
、
決
算
補
填

等
目
的
の
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入

に
つ
い
て
は
、
要
因
を
分
析
し
、
真
に
解
消

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
あ
る
い
は
ど
こ

ま
で
削
減
が
可
能
な
の
か
を
検
討
を
行
っ

た
上
で
、
計
画
的
、
段
階
的
な
削
減
・
解
消

を
行
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
町
村
に
お

い
て
策
定
さ
れ
た
「
赤
字
削
減
・
解
消
計

画
」
に
基
づ
き
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
て
い

る
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
一
方
で
、
決
算
補
填
等
目
的
の
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
金
が
令
和
３
年
度

決
算
に
お
い
て
前
年
度
決
算
に
比
べ
増
加

あ
る
い
は
、「
赤
字
削
減
解
消
計
画
」
に
よ

る
削
減
目
標
に
達
し
て
い
な
い
市
町
村
も

あ
り
、
令
和
４
年
度
は
そ
う
し
た
８
市
町

に
対
し
て
文
書
で
の
指
導
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の

評
価
指
標
で
は
、
都
道
府
県
分
も
含
め
、
決

算
補
填
等
目
的
の
法
定
外
繰
入
金
に
対
す

る
評
価
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
交
付
金

獲
得
の
視
点
か
ら
も
被
保
険
者
負
担
の
急

激
な
増
加
に
考
慮
し
な
が
ら
も
、
計
画
に

沿
っ
て
解
消
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。
 

　
市
町
村
に
お
け
る
財
政
調
整
基
金
は
、

国
保
制
度
改
正
以
前
の
平
成
29
年
度
末
は

４
市
で
基
金
が
未
設
置
で
し
た
が
、
令
和

元
年
度
末
で
は
、
全
て
の
市
町
村
で
基
金

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
総
額
で
も
平
成
29

年
度
末
約
71
億
円
か
ら
令
和
３
年
度
末
は

約
１
８
７
億
円
と
１
１
０
億
円
以
上
増
え

て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、そ
う
し
た
中
、基
金
残
高
が
令

和
３
年
度
末
で
、国
民
健
康
保
険
協
議
会
に

お
い
て
確
認
し
た
前
年
度
保
険
料（
税
）調

定
額（
現
年
度
分
）の
５
％
未
満
し
か
積
立

て
て
い
な
い
市
町
村
が
５
市
町
あ
り
ま
す
。 

　
保
険
給
付
費
等
交
付
金
普
通
交
付
金
の

創
設
に
よ
り
、
急
激
な
保
険
給
付
費
の
増
大

に
備
え
る
財
政
調
整
基
金
の
役
割
は
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
替
わ
っ
て
「
国
保

事
業
費
納
付
金
の
増
大
に
と
も
な
う
保
険

料
（
税
）
収
納
額
リ
ス
ク
に
備
え
る
」「
年
度

間
の
保
険
料
水
準
の
大
き
な
変
動
を
防
ぐ
」

と
い
う
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
令
和
３
年
度
は
国
保
事
業
費
納
付
金
の

伸
び
が
大
き
く
、
決
算
補
填
等
目
的
の
一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
の
解
消
が
求

め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
多
く
の
市
町
村
に

お
い
て
基
金
取
崩
し
が
行
わ
れ
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
積
立
額
が
少
な
い
市
町
村
に

は
文
書
で
の
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
財
政
調
整
基
金
の
位
置
づ
け

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
十
分
な
基
金
残
高

の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
保
組
合
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
、
特
別
積
立
金
及
び
給
付
費
等
支
払
準

備
金
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
第
19
条
及
び
第
20
条
に
定
め
る
額
を
積

み
立
て
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
市
町
村
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
予
算
編
成
で
は
、
県
が
示
す
国
保

事
業
費
納
付
金
等
を
踏
ま
え
、
保
険
料

（
税
）
収
入
必
要
額
を
算
定
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
一
部
の
市
町
村
に
お
い

て
は
、
保
険
料
（
税
）
収
入
必
要
額
が
確
保

で
き
な
い
保
険
料
（
税
）
率
を
設
定
す
る
な

ど
、
歳
入
の
過
大
計
上
あ
る
い
は
歳
出
の

過
小
計
上
に
よ
り
歳
入
欠
陥
が
生
じ
か
ね

な
い
事
例
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
保
険
料

（
税
）
率
は
、
県
の
示
す
標
準
保
険
料
（
税
）

率
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
被
保
険
者
の

所
得
や
被
保
険
者
数
の
状
況
、
収
納
率
実

績
等
を
踏
ま
え
、
保
険
料
（
税
）
収
入
必
要

額
が
確
保
で
き
る
も
の
と
し
て
設
定
す
る

と
と
も
に
、
保
険
給
付
費
等
に
つ
い
て
も

国
保
事
業
費
納
付
金
の
算
定
基
礎
と
な
っ

た
保
険
給
付
費
を
も
と
に
適
正
に
見
込
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 　
　
　
保
険
料（
税
）の
収
納
率
向
上
に

向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
 

 　
市
町
村
の
保
険
料
（
税
）
収
納
率
に
つ
い

て
は
、
運
営
方
針
に
お
い
て
規
模
別
目
標

3
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収
納
率
を
定
め
、「
国
民
健
康
保
険
に
係
る

事
務
運
営
等
に
つ
い
て
」
で
も
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
令
和
４
年
度
は
、
令
和
３
年
度
実
績
収

納
率
（
現
年
度
分
）
が
、
国
保
運
営
方
針
で

目
標
と
し
て
い
る
平
成
30
年
度
の
規
模
別

収
納
率
の
上
位
３
割
水
準
に
達
し
て
お
ら

ず
、
市
町
村
別
収
納
率
で
下
位
３
位
の
３

市
に
対
し
て
文
書
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
 

　
県
内
市
町
村
に
お
け
る
保
険
料
（
税
）
の

現
年
分
平
均
収
納
率
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
上
昇
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
令
和
元

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
を
踏
ま
え
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
出
納
整
理
期
間
中
に
十
分
な
未

納
者
対
策
が
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
10

年
ぶ
り
に
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。
 

　
令
和
３
年
度
は
94
･58
％
と
令
和
２
年

度
に
続
い
て
０
･84
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
収

納
率
向
上
対
策
の
推
進
の
た
め
に
、
資
格

証
明
書
が
制
度
化
さ
れ
た
昭
和
61
年
（
１

９
８
６
年
）
以
降
で
最
も
高
い
水
準
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
令
和
３
年
度
以
降
を
対
象
期
間
と
す
る

国
保
運
営
方
針
で
は
、
平
成
30
年
度
実
績

の
規
模
別
目
標
収
納
率
（
全
国
上
位
３
割

以
内
）
を
達
成
す
る
と
し
て
お
り
、
被
保
険

者
数
10
万
人
以
上
で
93
･25
％
、
５
万
人
以

上
10
万
人
未
満
92
･88
％
、
１
万
人
以
上
５

万
人
未
満
95
･21
％
、
３
千
人
以
上
１
万
人

未
満
96
･40
％
、
３
千
人
未
満
98
･43
％
と

し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
実
績
で
は
、
横

浜
市
、
川
崎
市
、
平
塚
市
、
小
田
原
市
、
逗

子
市
が
規
模
別
目
標
収
納
率
に
達
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
保
運
営
方
針
で
は
、
収
納

率
向
上
と
い
う
点
で
過
去
３
か
年
平
均
+

１
･５
ポ
イ
ン
ト
も
目
標
収
納
率
と
し
て

い
ま
す
が
、横
須
賀
市
、平
塚
市
、逗
子
市
、

相
模
原
市
、
松
田
町
、
箱
根
町
が
達
成
し
て

い
ま
す
。
 

　
口
座
振
替
世
帯
割
合
の
向
上
や
コ
ン
ビ

ニ
収
納
や
ペ
イ
ジ
ー
導
入
な
ど
、
納
付
環

境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
未
納
者

に
対
す
る
早
期
勧
奨
、
財
産
調
査
に
は
じ

ま
る
効
率
的
・
効
果
的
な
滞
納
整
理
を
実

施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
今

回
、
目
標
収
納
率
に
達
し
た
市
に
お
け
る

対
策
を
参
考
に
し
な
が
ら
収
納
率
向
上
対

策
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
そ
う
し
た

対
策
が
実
施
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
、

滞
納
整
理
に
取
り
組
む
職
員
の
育
成
、
意

欲
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 　
　
　
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た

取
組
み
に
つ
い
て
 

 　
診
療
報
酬
明
細
書
（
以
下
「
レ
セ
プ
ト
」

と
い
う
。）
点
検
事
務
に
つ
い
て
、
内
容
点

検
の
財
政
効
果
率
が
２
連
続
（
令
和
３
年

度
、
令
和
２
年
度
）
し
て
市
町
村
平
均
又
は

組
合
平
均
の
４
分
の
３
に
達
し
て
い
な
い

保
険
者
の
９
市
町
を
文
書
指
導
の
対
象
と

し
ま
し
た
。
 

　
対
象
と
な
っ
た
保
険
者
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
レ
セ
プ
ト
点
検
事
務
の
効
果
を
上

げ
る
た
め
に
、
点
検
内
容
や
点
検
事
務
の

進
捗
状
況
の
把
握
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
医
療
事
務
経
験
者
の
配
置
や
国
保
連

合
会
の
活
用
に
よ
る
事
務
処
理
体
制
の
整

備
な
ど
、
点
検
事
務
の
充
実
強
化
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

　
あ
ん
摩
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
療
養
費

に
つ
い
て
も
、
柔
道
整
復
師
施
術
療
養
費

と
同
様
に
、
受
領
委
任
制
度
が
本
格
実
施

さ
れ
、
受
領
契
約
に
基
づ
き
施
術
機
関
へ

の
厚
生
局
と
県
に
よ
る
指
導
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
保
険
者
等
か
ら
出
さ
れ
た
事

案
に
つ
い
て
県
と
し
て
も
厚
生
局
と
連
携

し
対
応
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
請
求

疑
義
の
具
体
的
な
発
見
は
保
険
者
に
よ
る

複
数
月
点
検
や
患
者
調
査
に
よ
る
と
こ
ろ

が
多
く
あ
り
ま
す
。
 

　
職
員
体
制
等
の
関
係
か
ら
国
保
連
に
委

託
し
て
実
施
し
た
患
者
調
査
後
の
確
認
作

業
等
が
行
え
て
い
な
い
保
険
者
も
見
ら
れ

ま
す
が
、
今
後
、
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
施
術
療
養
費
の
適
正
化
に
向
け
、
取

組
体
制
を
充
実
強
化
さ
れ
る
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
第
三
者
行
為
求
償
事
務
に
つ
い

て
は
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
に
係
る

求
償
事
務
の
取
組
強
化
に
つ
い
て
」（
平
成

27
年
12
月
３
日
付
け
保
国
発
１
２
０
３
第

１
号
厚
生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険

課
長
通
知
）
に
よ
り
、
取
組
み
を
強
化
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
険
者
努

力
支
援
制
度
の
評
価
指
標
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
目
標
値
の
設
定
と
目
標
達
成
の
達

成
度
合
が
評
価
に
加
わ
り
、
法
改
正
に
よ

る
都
道
府
県
の
関
与
も
含
め
「
第
三
者
行

為
求
償
」
は
、
保
険
者
機
能
の
強
化
と
し
て

重
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。消
防
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
警
察
、
病
院
、
保
健
所
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
か
ら

傷
病
発
見
に
つ
な
が
る
情
報
提
供
を
受
け

る
体
制
構
築
を
は
じ
め
、
届
出
勧
奨
、
被
害

届
届
出
励
行
と
被
害
届
届
出
義
務
の
周
知

な
ど
、
求
償
事
務
に
係
る
取
組
み
を
強
化
す

る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 　
　
　
保
健
事
業
の
充
実
に
向
け
た

取
組
み
に
つ
い
て
 

 　
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
令
和
３
年
度

の
県
内
全
体
で
29
･04
％
前
年
度
に
比
べ

２
･64
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
が
、
特
定

保
健
指
導
の
終
了
率
は
９
･95
％
と
０
･35

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

5

4



神奈川のこくほ・かいご●2023 夏1212

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
受
け

受
診
や
保
健
指
導
の
機
会
が
制
約
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度
の
特
定
健
診
受

診
率
は
令
和
元
年
度
に
比
べ
３
･17
ポ
イ

ン
ト
、
特
定
保
健
指
導
の
終
了
率
も
０
･40

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
が
、
令
和
３
年

度
は
特
定
健
診
に
お
い
て
水
準
を
あ
る
程

度
回
復
し
た
も
の
の
、
特
定
保
健
指
導
の

終
了
率
は
さ
ら
に
低
下
す
る
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
 

　
特
定
保
健
指
導
の
終
了
率
で
は
、
15
市

町
村
４
国
保
組
合
に
お
い
て
令
和
２
年
度

よ
り
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
政
令
市
３
市

に
お
い
て
低
下
し
た
ほ
か
、
従
来
高
い
水

準
に
あ
っ
た
市
町
に
お
い
て
大
幅
に
低
下

す
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
国
保
運
営
方
針
で
は
、
国
の
実
施
目
標

で
あ
る
受
診
率
・
実
施
率
60
％
を
目
標
に

す
る
と
と
も
に
、「
特
定
健
診
等
実
施
計

画
」
で
定
め
る
受
診
率
・
実
施
率
の
達
成

を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
の
評
価

指
標
で
は
、
市
町
村
分
の
全
体
点
数
９
４
０

点
の
う
ち
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
」「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

該
当
者
及
び
予
備
群
の
減
少
率
」
が
１
９
０

点
と
全
体
の
２
割
を
超
え
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
（
都
道
府
県
分
で
は
全
体
点
数
３

５
０
点
中
25
点
。）が
、令
和
５
年
度
保
険
者

努
力
支
援
制
度
で
評
価
指
標
と
さ
れ
た
令

和
元
年
度
実
績
で
み
る
と
、
神
奈
川
県
は
特

定
健
診
受
診
率
、
特
定
保
健
指
導
実
施
率
と

も
47
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
う
し
た
中
で
、
令
和
３
年
度
も
、
県
内

全
体
の
受
診
率
・
実
施
率
の
底
上
げ
を
図

る
観
点
か
ら
、
令
和
３
年
度
の
特
定
健
診

受
診
率
が
市
町
村
合
計
28
･26
％
未
満
の

６
市
町
と
国
保
組
合
合
計
42
･92
％
未
満

の
４
国
保
組
合
を
、
ま
た
、
特
定
保
健
指
導

の
終
了
率
が
市
町
村
合
計
10
･82
％
未
満

の
８
市
町
と
国
保
組
合
合
計
４
･31
％
未

満
の
３
国
保
組
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
文
書
指

導
の
対
象
と
し
ま
し
た
。
 

　
保
険
者
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
特
定
健

診
・
保
健
指
導
の
実
施
率
向
上
や
糖
尿
病

腎
症
重
症
化
予
防
な
ど
保
健
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
令
和
５
年
度
以
降
も
、
保
険
者
努
力
支

援
制
度
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
実
施

率
水
準
の
高
い
保
険
者
が
実
施
し
て
い
る

対
策
の
横
展
開
や
、
健
康
・
医
療
情
報
や
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
活
用
、
医
師
会
や
事
業
所

な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
効
果
的
効

率
的
な
保
健
事
業
の
実
施
に
努
め
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 　
　
　
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
　
　
　

つ
い
て
 

 　
令
和
４
年
度
は
、
国
保
連
に
対
し
て
は
、

関
東
信
越
厚
生
局
の
指
導
と
会
計
検
査
院

の
実
地
検
査
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

実
地
に
よ
る
定
期
指
導
を
実
施
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
 

　
平
成
30
年
度
の
国
保
制
度
改
革
の
目
的

で
あ
る
国
民
保
険
制
度
の
「
財
政
上
の
構

造
的
な
問
題
の
解
決
」
に
と
っ
て
、
保
険
料

（
税
）
収
納
率
向
上
対
策
や
保
健
事
業
、
第

三
者
求
償
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
費
適
正

化
対
策
等
の
保
険
者
機
能
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
で
、
保
険
者
業
務
を
支
援

す
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
役
割

は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
診
療
報
酬
審
査
支
払
事
業
に
つ

い
て
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

に
お
け
る
電
子
化
の
動
き
等
も
踏
ま
え
、

よ
り
効
果
的
効
率
的
な
見
直
し
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
こ
う
し
た
、
国
保
連
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
事
務
処
理
体

制
の
充
実
強
化
な
ど
、
事
務
運
営
の
改
善

に
努
め
ら
れ
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
 

 　
　
　
最
後
に
 

 　
令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
を
と
り
な
が
ら
の
事
業
展
開
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
険
料
（
税
）
率
向
上

対
策
や
医
療
費
適
正
化
対
策
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
向
上
な
ど

の
保
険
者
機
能
の
発
揮
に
お
い
て
制
約
を

受
け
る
点
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
 

　
一
方
で
、
そ
う
し
た
制
約
の
下
で
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
や
Ｉ
Ｔ
の
活
用
な
ど
、
保
険
者
機
能
の

発
揮
の
た
め
に
新
た
な
事
業
展
開
に
踏
み

出
し
て
い
る
保
険
者
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
感

染
症
法
の
位
置
づ
け
が
２
類
か
ら
５
類
に

変
更
と
な
り
ま
す
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
後

の
新
た
な
生
活
様
式
を
踏
ま
え
た
中
で
、

対
策
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

　
財
政
基
盤
の
確
立
は
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
根
幹
と
な
る
国
保
制
度
を
持
続
的
安

定
的
に
運
営
し
て
い
く
上
で
の
最
重
要
課

題
で
す
。
各
市
町
村
、
各
国
保
組
合
、
国
保

連
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
保
険

者
努
力
支
援
制
度
交
付
金
（
国
保
組
合
で

は
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
保
険
者
機

能
強
化
に
関
す
る
特
別
調
整
補
助
金
）
な

ど
の
公
費
獲
得
と
、
保
険
料
収
入
の
確
保
、

保
険
給
付
費
適
正
化
な
ど
、
保
険
者
機
能

の
強
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度
の
 

　
は
じ
ま
り
に
あ
た
り
 

 　
こ
の「
こ
く
ほ
随
想
」の
こ
れ
ま
で
の

執
筆
者
は
著
名
な
方
ば
か
り
。
力
不
足

で
は
あ
り
ま
す
が
、
貴
重
な
機
会
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
第
１

回
は
、
令
和
５
年
度
の
は
じ
ま
り
に
あ

た
り
、自
己
紹
介
を
含
め
て
、私
に
と
っ

て
思
い
出
深
い
健
康
日
本
21
に
関
連
し

た
こ
と
を
述
べ
ま
す
。 

　
健
康
日
本
21
は
、２
０
０
０
年
度（
平

成
12
年
度
）、
第
３
次
国
民
健
康
づ
く
り

運
動
と
し
て
開
始
さ
れ
、
２
０
１
３
年

度
か
ら
は
、第
二
次
と
な
り
、今
年
度
は

新
し
い
計
画
策
定
の
年
で
す
。
新
し
い

計
画
や
政
策
に
は
、
目
新
し
い
コ
ン
セ

プ
ト
を
入
れ
る
こ
と（〝
目
玉
〞）が
求
め

ら
れ
ま
す
。
２
０
０
０
年
度
の
健
康
日

本
21
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に

『
目
標
管
理
型
』、す
な
わ
ち
、指
標
と
そ

の
目
標
値
を
設
定
す
る
こ
と
が
目
玉
で

し
た
。
第
二
次
で
は
社
会
疫
学
の
考
え

方
に
基
づ
く
『
健
康
格
差
の
縮
小
』
が
、

そ
し
て
、
第
三
次
で
は
『
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
』
が
目
玉
に
な
る
よ
う
で
す
。 

 健
康
日
本
21
計
画
の
基
本
概
念

と
推
進
手
段
に
関
す
る
研
究
 

 　
２
０
０
０
年
度
の
健
康
日
本
21
の
策

定
に
あ
た
り
、私
は
厚
生
労
働
省（
当
時

厚
生
省
）の「
健
康
日
本
21
計
画
の
基
本

概
念
と
推
進
手
段
に
関
す
る
研
究
」
の

研
究
班
に
協
力
研
究
者
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。当
時
、大
学
院
を
出
た
ば
か
り

の
私
は
、
国
立
医
療
・
病
院
管
理
研
究

所
（
現
国
立
保
健
医
療
科
学
院
）
で
、
当

時
の
長
谷
川
敏
彦
部
長
（
医
療
政
策
研

究
部
）の
も
と
、健
康
日
本
21
の
基
本
概

念
と
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た

の
で
す
。 

　
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
健
康
づ
く
り

の
国
際
的
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
ア
テ
ネ
で
開
催
さ

れ
た
「
健
康
都
市
に
関
す
る
国
際
会
議
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
会
議
で
配
布

さ
れ
て
い
た『
T
he Solid Facts』と
い

う
社
会
疫
学
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
ま
と
め

た
小
冊
子
が
き
っ
か
け
で
、
社
会
疫
学

が
私
の
専
門
分
野
に
な
り
ま
し
た
。 

　
残
念
な
が
ら
、
社
会
疫
学
の
考
え
方

は
、健
康
日
本
21
の
中
に
は
取
り
入
れ
ら

れ
ず
、
目
玉
は
、
米
国
の
 H
ealthy Peo-

ple を
参
考
に
し
た『
目
標
管
理
型
』で
し

た
。
２
０
０
０
年
当
時
、
日
本
で
は
政
策

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
ほ
ど
に
は
社
会
疫

健
康
日
本
21
の
思
い
出
 

〜
連
載
と
令
和
５
年
度
の
は
じ
ま
り
に
あ
た
り
〜
 

帝
京
大
学
大
学
院
公
衆
衛
生
学
研
究
科
教
授
　
福
田
　
吉
治
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■略　歴 
　平成 3年熊本大学医学部卒業。平成 10年熊本大学大学院医学研究科修了（社会医学
専攻）。国立医療・病院管理研究所（医療政策研究部）、東京医科歯科大学医学部（公衆
衛生学講座）、国立保健医療科学院（疫学部）を経て、平成 22年に山口大学医学部地域
医療学講座教授に就任。平成 27年から帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授、平成
30年には同研究科長。 

■ 専門分野 
　公衆衛生全般。特に健康増進・健康づくり政策・健康教育、社会疫学（健康の社会格
差、健康の社会的決定要因）、地域医療・保健・産業保健など。近年では行動経済学
で用いられる「ナッジ理論」に基づいて公衆衛生施策を指導。 

■学会・委員 
　国民健康保険中央会　国保・後期高齢者ヘルスサポート事業運営委員会 
　国民健康保険団体連合会　保健事業支援・評価委員会委員（東京都・埼玉県）など 
■主な著書 
　「ナッジを応用した健康づくりガイドブック」共著  
　 2023 年　帝京大学大学院公衆衛生学研究科 
　「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）からの教訓―これまでの検証と今後への提言」共著 
　 2021 年　大修館書店 
　「健康行動理論による研究と実践」共著　2019 年　医学書院 
                                                                                                    他論文多数 

福田吉治 ふくだ よしはる 

■プロフィール 
出身地：大分県 
・帝京大学大学院 公衆衛生学
研究科 研究科長・教授 
・帝京大学産業環境保健学センター 
　センター長

学
の
知
見（
エ
ビ
デ
ン
ス
）は
多
く
な
く
、

そ
の
知
名
度
も
低
か
っ
た
の
で
す
。そ
の

後
、
日
本
で
も
社
会
疫
学
の
研
究
が
進

み
、
多
く
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
、
２
０
１

３
年
度
か
ら
の
第
二
次
で
、社
会
疫
学
の

考
え
方
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
第
三
次
で
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
『
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
』
で
す
。
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
は
、「
胎
児
期
、
小
児
期
、
思

春
期
、青
年
期
、そ
し
て
そ
の
後
の
成
人

期
に
お
け
る
物
理
的
ま
た
社
会
的
な
曝

露
に
つ
い
て
の
、
そ
の
後
の
健
康
や
疾

病
リ
ス
ク
へ
の
長
期
的
な
影
響
に
関
す

る
研
究
」
と
い
う
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
疫
学

を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
も

の
は
、
出
生
時
の
体
重
（
つ
ま
り
、
胎
児

期
の
栄
養
状
態
）
が
成
人
後
の
糖
尿
病

等
の
生
活
習
慣
病
に
関
係
す
る
と
い
う

『
成
人
病
胎
児
期
起
源
仮
説
』
で
す
。 

 小
児
期
の
環
境
等
の
重
要
性
 

 　
後
出
し
で
す
が
、
２
０
０
０
年
当
時
、

私
は
す
で
に
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
注
目
し

て
い
ま
し
た
。
ア
テ
ネ
で
手
に
し
た

『
T
he Solid Facts』
の
中
の
〝
Early 

Life〞
の
章
に
、
小
児
期
の
環
境
等
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ

こ
に
引
用
さ
れ
て
い
た
の
が
、
出
生
体

重
と
将
来
の
慢
性
疾
患
の
関
係
を
指
摘

し
た
Barkerら
の
論
文（
１
９
８
９
年

発
表
）で
し
た
し
、１
９
９
７
年
に
出
版

さ
れ
た
K
uh
ら
に
よ
る
『
A
 Life 

Course A
pproach to Chronic D
is-

ease Epidem
iology』
と
い
う
本
も
私

の
手
元
に
あ
り
ま
し
た
。 

　
健
康
日
本
21
か
ら
20
数
年
、
時
代
が

私
に
追
い
つ
い
た
。
と
い
う
の
は
言
い

訳
で
、
私
自
身
も
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
考

え
方
や
重
要
性
を
十
分
に
理
解
で
き

ず
、研
究
班
の
報
告
書
に
は
、各
年
代
別

の
課
題
と
い
う
こ
と
で
『
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
』と
い
う
言
葉
で
、そ
の
内
容
を
盛

り
込
む
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
当
時
作

成
し
た
図
は
、
今
も
健
康
日
本
21
の
Ｈ

Ｐ
で
参
照
で
き
ま
す
し（
https:// 

w
w
w
.kenkounippon21.gr.jp/ 

kenkounippon21/about/souron/ 

index.htm
lよ
り
）、
原
画
は
私
の
机
の

引
き
出
し
に
あ
り
ま
す
。 

　
特
筆
す
べ
き
は
、
２
０
０
０
年
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
策
で
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

が
注
目
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
日

本
で
政
策
に
取
り
入
れ
た
の
は
、
遅
れ

る
こ
と
20
数
年
。
医
薬
品
な
ど
で
の
海

外
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
よ
く
指
摘
さ
れ
ま

す
が
、
海
外
と
の
〝
政
策
ギ
ャ
ッ
プ
〞
に

も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
 

記
事
提
供
　
社
会
保
険
出
版
社
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ヒ
ト
が
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

生
体
内
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出

す
こ
と
が
必
要
で
す
。有
酸
素
性
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
は
、そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
成
過

程
の
ひ
と
つ
の
経
路
で
、主
に
脂
肪
酸
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
し
ま
す
。こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
は
、運
動
中
に
お
い

て
も
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。 

有
酸
素
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
仕
組
み
 

　
私
た
ち
の
身
体
の
中
で
は
、エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
な
る
ア
デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸（
Ａ

Ｔ
Ｐ
）が
作
り
出
さ
れ
、そ
の
Ａ
Ｔ
Ｐ
が
分

解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
、生
命
を
維
持
し
て

い
ま
す
。骨
格
筋
に
お
い
て
、Ａ
Ｔ
Ｐ
を
分

解
し
た
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
筋

収
縮
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、身
体
を
動
か

し
た
り
運
動
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、組
織
に
お
け
る
Ａ
Ｔ

Ｐ
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

い
く
つ
か
の
経
路
に
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｐ
が
生
成

さ
れ
ま
す
。大
き
く
分
け
て
、無
酸
素
性
エ

ネ
ル
ギ
ー
代
謝（
ク
レ
ア
チ
ン
リ
ン
酸
系

や
解
糖
系
）と
有
酸
素
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
代

謝
で
す
。 

　
有
酸
素
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
は
、主
に

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
内
で
行
わ
れ
ま
す
。グ

ル
コ
ー
ス
や
脂
肪
酸
や
多
く
の
ア
ミ
ノ
酸

は
、ア
セ
チ
ル
Ｃ
ｏ
Ａ
に
ま
で
代
謝
さ
れ
、

ク
エ
ン
酸
回
路
に
入
り
ま
す
。そ
の
後
こ

の
ク
エ
ン
酸
回
路
か
ら
呼
吸
鎖
に
入
り
、

そ
こ
で
大
量
の
Ａ
Ｔ
Ｐ
が
産
生
さ
れ
ま

す
。こ
の
過
程
は
酸
素
を
必
要
と
す
る
た

め
、有
酸
素
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
と
呼
ば

れ
ま
す
。 

運
動
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
 

　
運
動
時
に
は
運
動
強
度
や
運
動
時
間
に

よ
り
、無
酸
素
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
と
有

酸
素
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
が
、シ
ー
ソ
ー

の
関
係
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
供
給
し
て
い

ま
す
。無
酸
素
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
解

糖
系
で
は
、グ
ル
コ
ー
ス
や
グ
リ
コ
ー
ゲ

ン
を
分
解
す
る
こ
と
で
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
産
生

し
、有
酸
素
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
で
は
、解

糖
系
か
ら
の
代
謝
産
物
で
あ
る
ア
セ
チ
ル

Ｃ
ｏ
Ａ
を
利
用
す
る
と
と
も
に
、体
内
に
貯

蔵
さ
れ
て
い
た
脂
肪
酸
を
分
解
す
る
こ
と

で
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
産
生
し
ま
す
。 

　
運
動
強
度
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
と
の

関
係
を
調
べ
た
研
究
で
は
、運
動
強
度
が
高

ま
る
と
と
も
に
血
中
グ
ル
コ
ー
ス
の
分
解

と
筋
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
分
解
が
増
大
し
、糖

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
寄
与
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、血
中
脂
肪
酸
の

分
解
は
運
動
強
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
低

下
し
、筋
に
お
け
る
脂
肪
酸
の
分
解
は
運
動

強
度
が
65
％
Ｖ
Ｏ
２ｍａｘ（
最
大
酸
素
摂
取

量
）で
最
大
と
な
り
、20
％
Ｖ
Ｏ
２ｍａｘ
と

85
％
Ｖ
Ｏ
２ｍａｘ
で
は
低
い
と
い
う
結
果
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、同
じ
時
間

の
運
動
を
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
、高
強
度

運
動
ほ
ど
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
大
き

く
な
る
こ
と
か
ら
、脂
肪
酸
の
分
解
量
は

85
％
Ｖ
Ｏ
２ｍａｘ
で
最
も
多
く
な
る
こ
と
に

も
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
と
運
動

時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
に
占
め
る
脂
肪

酸
の
比
率
が
大
き
く
な
り
、も
う
ひ
と
つ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
で
あ
る
グ
ル
コ
ー

ス
の
消
費
を
節
約
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。そ
の
結
果
と
し
て
、限
ら
れ
た
貯
蔵

量
し
か
な
い
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
消
費
も
節

約
さ
れ
、ス
タ
ミ
ナ
の
増
大
に
貢
献
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 ｅ
-ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
 

https://w
w
w
.e-healthnet.m
hlw
.go.jp/ 

inform
ation/exercise/s-02-001.htm
l 

厚
生
労
働
省（
２
０
２
３
） 

有
酸
素
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
 

立
命
館
大
学
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
　
教
授
　
村
上
　
晴
香

健康のはなし 
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国保連発信

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】
《２月診療分》（一般＋退職）

《３月診療分》（一般＋退職）

《４月診療分》（一般＋退職）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 28,904 401,901 18,494,269,540 639,852 10,551 1.65 
入院外 1,210,025 1,756,359 18,988,395,680 15,693 10,833 69.03 
歯　科 294,389 478,156 3,981,246,160 13,524 2,271 16.79 

1,752,897
小　　　計 1,533,318 2,636,416 41,463,911,380 27,042 23,655 87.47 
調　　　剤 897,393 1,019,696 10,400,922,110 11,590 5,934  
訪 問 看 護 8,779 57,717 685,232,375 78,054 391  
食事療養費 27,034 1,053,617 692,501,442 25,616 395  
合　　　計 2,439,490 2,694,133 53,242,567,307 21,825 30,374

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 29,874 433,746 19,821,859,600 663,515 11,265 1.70 
入院外 1,317,677 1,986,968 21,290,204,550 16,157 12,099 74.88 
歯　科 319,009 532,195 4,434,956,850 13,902 2,520 18.13 

1,759,635
小　　　計 1,666,560 2,952,909 45,547,021,000 27,330 25,884 94.71 
調　　　剤 988,973 1,160,967 12,039,680,950 12,174 6,842  
訪 問 看 護 9,021 67,203 790,530,405 87,632 449  
食事療養費 29,675 1,128,465 748,149,409 25,211 425  
合　　　計 2,664,554 3,020,112 59,125,381,764 22,190 33,601

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 28,178 412,497 18,496,279,190 656,409 10,547 1.61 
入院外 1,235,254 1,834,357 19,691,121,710 15,941 11,229 70.44 
歯　科 310,561 507,620 4,187,977,280 13,485 2,388 17.71 

1,753,638
小　　　計 1,573,993 2,754,474 42,375,378,180 26,922 24,164 89.76 
調　　　剤 920,303 1,064,531 10,694,843,080 11,621 6,099  
訪 問 看 護 8,959 62,425 750,069,680 83,722 428  
食事療養費 26,493 1,073,639 711,977,086 26,874 406  
合　　　計 2,503,255 2,816,899 54,532,268,026 21,785 31,097

診
療
費

 【保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）】　※ 1人当たり費用額とは、医療費用総額を被保険者数で除したものである。
１人当たり費用額（円）

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保

清
川
村

愛
川
町

湯
河
原
町

真
鶴
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箱
根
町

開
成
町

山
北
町

松
田
町

大
井
町

中
井
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二
宮
町

大
磯
町

寒
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葉
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町

綾
瀬
市

南
足
柄
市

座
間
市

海
老
名
市

伊
勢
原
市

大
和
市

厚
木
市

秦
野
市

三
浦
市

逗
子
市

茅
ヶ
崎
市

小
田
原
市

藤
沢
市

鎌
倉
市

平
塚
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市

建
設
連
合
国
保

建
設
業
国
保

薬
剤
師
国
保

50,000

45,000
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35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000
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0

２月診療分 ３月診療分 ４月診療分

受診率（％）

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保

清
川
村

愛
川
町

湯
河
原
町

真
鶴
町

箱
根
町

開
成
町

山
北
町

松
田
町

大
井
町

中
井
町

二
宮
町

大
磯
町

寒
川
町

葉
山
町

綾
瀬
市

南
足
柄
市

座
間
市

海
老
名
市

伊
勢
原
市

大
和
市

厚
木
市

秦
野
市

三
浦
市

逗
子
市

茅
ヶ
崎
市

小
田
原
市

藤
沢
市

鎌
倉
市

平
塚
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市

建
設
連
合
国
保

建
設
業
国
保

薬
剤
師
国
保

100.00

90.00

70.00

50.00

80.00

60.00

２月診療分 ３月診療分 ４月診療分

17

 【保険者別受診率（一般＋退職）】　※受診率とは、一定期間内に医療機関にかかった人の割合を表し、当該月の診療報酬明細書（レセプト）枚数を
当該月末の被保険者数で除したものである。 
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国保連発信

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

介護給付費の状況

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 419,946 18,435,599,907 16,252,089,164 1,730,820,052 452,690,691 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 17,713 2,008,419,678 1,697,571,982 297,070,178 13,777,518 
居 宅 療 養 管 理 指 導 191,975 1,548,162,760 1,359,424,776 147,791,887 40,946,097 
地域密着型サービス 69,194 10,028,360,921 8,868,636,725 970,655,856 189,068,340 
特定施設入居者生活介護 24,886 5,864,282,200 5,089,010,488 752,724,731 22,546,981 
居　宅　介　護　支　援 229,520 3,185,466,055 3,185,466,054 0 26,073,863 
施　設　サ　ー　ビ　ス 56,109 20,239,247,727 17,028,917,109 3,051,347,155 158,983,463 
市 町 村 特 別 給 付 78 437,730 393,957 43,773 0 
　　　合　　　計 1,009,421 61,309,976,978 53,481,510,255 6,950,453,632 904,086,953 

介護給付費統計 （令和５年2月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 418,372 18,134,794,268 15,986,201,815 1,708,258,164 440,334,289 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 18,017 1,967,158,499 1,663,316,272 291,792,090 12,050,137 
居 宅 療 養 管 理 指 導 191,841 1,564,108,260 1,373,622,659 148,565,721 41,919,880 
地域密着型サービス 69,900 9,681,473,378 8,559,635,499 945,842,788 175,995,091 
特定施設入居者生活介護 25,082 5,365,558,868 4,657,093,497 686,463,869 22,001,502 
居　宅　介　護　支　援 229,125 3,180,090,935 3,180,090,934 0 26,395,772 
施　設　サ　ー　ビ　ス 55,967 18,402,247,571 15,483,607,961 2,779,635,018 139,004,592  
市 町 村 特 別 給 付 57 328,390 295,551 32,839 0 
　　　合　　　計 1,008,361 58,295,760,169 50,903,864,188 6,560,590,489 857,701,263 

（令和５年3月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 426,413 20,260,562,759 17,855,062,752 1,927,700,257 477,799,750 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,116 2,152,533,562 1,821,258,442 318,245,688 13,029,432 
居 宅 療 養 管 理 指 導 195,767 1,632,520,550 1,433,935,260 155,247,588 43,337,702 
地域密着型サービス 70,427 10,475,900,354 9,260,497,956 1,023,273,679 192,128,719 
特定施設入居者生活介護 25,335 5,966,343,112 5,178,525,895 763,801,097 24,016,120 
居　宅　介　護　支　援 232,206 3,230,733,302 3,230,733,301 0 26,400,282 
施　設　サ　ー　ビ　ス 57,054 20,604,043,995 17,338,010,590 3,108,373,193 157,660,212 
市 町 村 特 別 給 付 68 387,450 348,705 38,745 0 
　　　合　　　計 1,026,386 64,323,025,084 56,118,372,901 7,296,680,247 934,372,217 

（令和５年4月審査分）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 62,130 921,443 41,441,369,820 667,011 33,265 4.99 
入院外 1,562,736 2,492,460 27,124,199,110 17,357 21,773 125.44 
歯　科 309,107 526,148 4,363,710,650 14,117 3,503 24.81 

1,245,794
小　　　計 1,933,973 3,940,051 72,929,279,580 37,710 58,540 155.24 
調　　　剤 1,206,468 1,445,887 15,069,968,350 12,491 12,097  
訪 問 看 護 9,280 81,156 1,102,614,190 118,816 885  
食事療養費 57,122 2,202,647 1,490,152,338 26,087 1,196  
合　　　計 3,149,721 4,021,207 90,592,014,458 28,762 72,718

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 63,598 989,218 43,804,914,500 688,778 35,010 5.08 
入院外 1,690,508 2,819,709 30,220,290,020 17,876 24,153 135.11 
歯　科 333,165 589,680 4,904,865,620 14,722 3,920 26.63 

1,251,227
小　　　計 2,087,371 4,398,607 78,930,070,140 37,813 63,082 166.83 
調　　　剤 1,313,492 1,627,083 17,246,599,760 13,130 13,784  
訪 問 看 護 9,701 94,618 1,273,272,780 131,252 1,018  
食事療養費 58,820 2,370,519 1,609,426,904 27,362 1,286  
合　　　計 3,410,564 4,493,225 99,059,369,584 29,045 79,170

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 59,456 934,381 40,293,273,510 677,699 32,061 4.73 
入院外 1,644,971 2,679,205 28,655,744,570 17,420 22,801 130.89 
歯　科 325,765 561,313 4,630,161,600 14,213 3,684 25.92 

1,256,788
小　　　計 2,030,192 4,164,708 73,101,953,740 36,007 58,166 161.54 
調　　　剤 1,277,749 1,557,285 16,098,577,460 12,599 12,809  
訪 問 看 護 9,676 90,019 1,232,488,840 127,376 981  
食事療養費 55,325 2,219,868 1,509,191,504 27,279 1,201  
合　　　計 3,317,617 4,254,727 91,942,211,544 27,713 73,157

診
療
費

《２月診療分》

《３月診療分》

《４月診療分》
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４
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
） 

11
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
） 

17
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会
                           （
国
保
会
館
） 

19
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
）　
                           （
国
保
会
館
） 

19
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会
                                             （
国
保
会
館
） 

20
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
                                    （
国
保
会
館
） 

25
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
） 

25
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会
         （
国
保
会
館
） 

25
日
　
広
報
委
員
会
                                                    （
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
） 

25
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
） 

 １
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会
         （
国
保
会
館
） 

２
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
） 

16
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
） 

17
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会
                           （
国
保
会
館
） 

19
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会
                                 　
　
　
　（
国
保
会
館
） 

20
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
25
日
）                              （
国
保
会
館
） 

23
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
                                    （
国
保
会
館
） 

4月5月

４/25　広報委員会

5/23　国保総合システム国保共電等に係る実務担当者説明会5/30　神奈川県在宅保健師会「いちょうの会」総会

国
保
連
 

日
記
帳
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23
日
　
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
国
保
共
電
等
に
係
る
実
務
担
当
者
説
明
会
　
　
　
　
　
　

                                                                        （
総
合
医
療
会
館
） 

23
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

23
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
                                    （
国
保
会
館
） 

30
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会
・
総
会
・
研
修
会
　
　
　
 

                                                                              （
国
保
会
館
） 

30
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
） 

 ３
日
　
診
療
施
設
部
会
・
研
修
会
              （
ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
） 

５
日
　
保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会
                                   （
国
保
会
館
） 

６
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
） 

13
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
） 

16
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会
                           （
国
保
会
館
） 

19
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会
                                             （
国
保
会
館
） 

20
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
） 

21
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
26
日
）                              （
国
保
会
館
） 

22
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
                                    （
国
保
会
館
） 

27
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
                              （
国
保
会
館
） 

6月

6/5　保健事業支援・評価委員会

6/3　診療施設部会・研修会
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暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
編
集
後
記
を
初
め
て
担
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
、何
を
書

こ
う
か
な
と
い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
ま
し
た
が
、な
か
な
か
思

い
浮
か
び
ま
せ
ん
。こ
れ
も
、梅
雨
の
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
蒸

し
暑
さ
の
せ
い
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。 

　
夏
生
ま
れ
と
い
う
の
が
関
係
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、私
の
一
番
好
き
な
季
節
は「
夏
」で
す
。

自
転
車
に
乗
っ
て
海
を
見
に
行
っ
た
り
、
仕
事
終
わ
り
に

ス
タ
ジ
ア
ム
で
ビ
ー
ル
片
手
に
野
球
観
戦
し
た
り
と
、
今

年
の
夏
も
や
り
た
い
こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。 

　
学
生
時
代
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
唯
一
嫌
い
だ
っ
た
の
が

夏
休
み
の
宿
題
で
し
た
。「
す
ぐ
に
終
わ
る
」
と
か
「
短
期

集
中
型
」
と
都
合
の
い
い
言
葉
を
並
べ
て
後
回
し
に
し
て

い
る
と
、あ
っ
と
い
う
間
に
始
業
式
の
前
日
に
…
。去
り
ゆ

く
夏
休
み
を
惜
し
み
な
が
ら
目
の
前
の
宿
題
と
必
死
に
向

き
合
う
姿
も
、
あ
る
意
味
で
は
夏
の
風
物
詩
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
今
年
の
夏
は
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

久
し
ぶ
り
に
遠
出
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
も
沖
縄
旅
行
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
と
リ
サ
ー
チ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ソ
ー
キ
そ
ば
、ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ

ル
、タ
コ
ラ
イ
ス
…
食
べ
た
い
も
の
が
た
く
さ
ん
で
す
。学

生
時
代
の
よ
う
な
長
い
休
み
は
な
か
な
か
取
れ
ま
せ
ん

が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
ど
の
よ
う
に
楽
し
も
う
か
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
今
日
こ
の

頃
。
暑
さ
に
負
け
ず
元
気
に
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

被保険者証更新 
PRポスター

特定健診受診率向上 
PRポスター

保険料(税)収納率向上 
PRポスター

各種広報物を作成しました ! 
本会ホームページにも掲載しておりますので、ご覧ください 

 

6日 運営協議会 神奈川県国保会館 

18日 理事会 神奈川県総合薬事保健センター 

20日 広報委員会 Web会議 

31日 通常総会 神奈川県総合薬事保健センター 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から変更される場合があります。

7月



　本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償でおこな
っております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。 
※国保主管課及び保健師主管課のみ対象です。 

●お申し込み● 
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。 
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID･パスワードが必要です） 
ホームページアドレス　 

お問い合わせ先 
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通） 
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp 

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

● 体験者の感想 ●

手首の両側から超音波を反射・透過させて
骨密度を測定します。 
骨粗鬆症の保健指導に活用できます。

定

今回体験したのは、 
本会職員のY・Tさん！

骨粗鬆症とは？ 
骨の強度が低下して、骨折し
やすくなる病気です。

●判定区分 
年齢別の平均値に対して測定
値が高いか低いかをＡからＥ
までの5段階で判定したもの
です。Ａが最も良い結果とな
ります。

測

果結

今回ご紹介する機器は 

 

 

 

「骨ウェーブ」 

生活習慣の見直しをすれば、
改善が期待できるとのことな
ので、今のうちからコツコツ
と頑張っていこうと思います。

骨密度は平均的という
結果に・・・！

判定区分　　C

測定部の内側にジェル
を塗り、測定スタート！
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